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１．はじめに

　

外食産業や家庭を含めて食品ロスの問題は

深刻であり、食べられるにも関わらず 捨てら

れている食品は日本で年間約570万トンあ

る。これは東京ドーム約4.5杯分に当たり 、 国

連世界食糧計画(WEP)の年間食糧支援量

の約 1.4 倍に相当する。その中でも、家庭か

ら発生している食品ロスは約261万トンで、野

菜、果物、油類が最も多く捨てられている。

そこで、この探究では、生ゴミコンポスト (  生ゴ

ミを土に埋め、土の中の微生物の働きを利

用して生ゴミを分解し、堆肥をつくることを指

す)を一般家庭に普及させ、廃棄されるはず

の野菜や果物を堆肥として有効活用すること

で食品ロス問題を改善することを目的として

いる。

現在、日本では生ゴミコンポスト は あまり普及

しておらず、その原因としては臭い、虫、ス

ペースの必要性や必要経費などが挙げられ

る。そのため、これらの懸念点の改善方法を

模索し、また、堆肥の有用性を証明する研究

を行った。

図1 　堆肥化のメカニズム

２. 仮説と調査方法

仮説1. 納豆菌の投入により分解速度が　　　

　速くなる

納豆は日常的に口にする物で入手しやす

く、有機物 を 分解する力が強いことから、納

豆菌を混ぜ込むと分解速度が速くなり、ニオ

イや虫の発生が抑えられるのではないかと

考えた 。 

実験方法

［準備物］

・バナナの皮を刻んだもの20 g × 8
・納豆のねばねば を溶かした水(1パックに　

対し水150 ml)
 ・ 赤玉土20 g × 8
［操作］

バナナの皮と土を混ぜたところに、72時間毎

に納豆菌水20 mLを投入するもの、何も投入

せず放置するものの２つの条件で各４つず

つ用意し実験を行った。

仮説2.コンポスト堆肥と化学肥料は同等 　　

　の効果を発揮する

化学肥料は土中に不足しがちで植物の成長

に必要なリンなどの物質を補うもので、これら

の栄養素はコンポスト堆肥にも理論上含まれ

るため、同等の効果が期待できると考えた。

実験 方法２

［準備物］

・ハツカダイコンの種子8粒 × 3ポット

 ・ 土としてバーミキュライト(無菌)。
 ・ インキュベーター

［操作］

①堆肥 : バーミキュライトが

1 : 1 ②液体化学肥料③添加物なしの３つの

条件で各 １ポット用意し、温度は発芽前は

23℃、発芽後は 17.5℃、ライトは常にLv.3、水

やりは72時間毎各ポット150 mL ずつに設定

してインキュベーターの中で39日間育成し

た。



３．実験結果　

実験結果 １

実験開始2週間後、納豆菌を投入したものに

は白カビが生えた。2つの条件 で 分解速度に

違いは見られなかった。また、暗所で保管し

ていた納豆水が刺激臭に変化した。

実験結果2

図2　1ポットあたり乾燥重量と1本あたり　　　

乾燥重量平均

ポット全体の乾燥重量合計、1本あたりの乾

燥重量平均の両方において3つの条件の中

で堆肥を用いて育成したものが最も重量が

大きくなった。また、長さにおいても堆肥を用

いたものが3つの条件の中で最も重量が大き

くなった。

４．考察　

実験1

分解速度に変化が見られなかった原因とし

て、①作った納豆水に納豆菌が十分に含ま

れていなかったため効果として現れなかった

②納豆菌が分解しやすい環境でなかった③

納豆菌には分解を促進する働きはない、の 3
つが考えられる。

また、刺激臭が発生した原因は保存環境が

常温であったため、水の中で納豆菌が増殖

したか、水が腐ったことが考えられる。次回

は冷蔵庫で保存するべきである。

実験2
実験結果から 、 堆肥の効果は化学肥料と同

等、またはそれ以上の効果があることが示唆

された。ただし、実験の結果得られたハツカ

ダイコンはいずれも自然の状態で育成したも

のと比較すると大根ができず育ちが悪かっ

た。この原因として、土を無菌状態にするた

めにバーミキュライトを用いたこと、インキュ

ベーターのライトの強さが日光よりも弱いこ

と、また実験に用いた苗ポットの大きさが十

分に大きくなく、狭い範囲にたくさんの種子

をまいたために栄養が足りなくなったことなど

が考えられる。次回はこれらの点を改善した

実験を行う必要がある。

５．今後の課題

納豆水の保管状態を改善、また、実験2の考

察で挙げた成長不良の原因として考えられ

る点を改善した実験を行う。
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